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会計上の見積りの監査の新局面の検討
――ISA540 公開草案（2006 年 12 月）を対象に――
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クローズオフ版（2006年 9月公表），Close Off Docu-
ment:ISA540（Revised）,AuditingAccountingEstimates
and Related Disclosures（Other Than Those Involving
Fair Value Measurements and Disclosures）
2006年12月公開草案，ExposureDraft― ISA540 ,Audit-
ingAccountingEstimates, IncludingFairValueAccount-
ing Estimates, and Related Disclosures Proposed With-
drawal of ISA 545 , Auditing Fair Value Measurements
and Disclosures
結論の基礎（2006年 12月公開），Basis for Conclu-
sions:ISA540（Revised）,AuditingAccountingEstimates
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Audit of Accounting Estimates
公開草案を承認。2005年 4月 30日までコメントをうけとる。
2005年 3月号




































































































































































































































































































































































































































図表 4 2006 年 12 月公開草案における監査手続の流れ
リスク評価手続と関連する諸活動（8～9節）




























































































































































































































































































































































































































































































（基盤研究 C，課題番号 17530352，平成 17年度～
平成 19年度）による成果である。
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8） これら 4つの手続については，2006年 12月公開基準で，
それらが適用される場合（A54，A60，A73，A76）が全て
示され，またその結果得られるものも個別に示されてい
る（A55，A61，A74など）。これらの手続について，特
定金額見積りと金額範囲見積りの展開が適用される場合
が，他の手続が適切な場合と異なり，見積りとして監査
上難しいものと見られる場合の手続として位置づけられ
ている。これらの手続は，監査人が見積りの性格に応じ
て，組み合わせて使うものであるが，従来の会計上の見
積りの監査において選択併用される特徴的な 3つの手続
（見積りプロセスのレビューとテスト，独自の見積り，後
発事象等のレビュー）が，形を変えつつも，前述の 4つ
の手続となっており，その変更の詳細について稿を改め
論じたい。なお，2004年 12月公開草案から位置づけが
変わったものとして，2つの手続について若干指摘して
おく。（a）の手続については，2004年 12月公開草案に
は，不可欠の手続として個別項目として位置づけたもの
の，それを否定するコメントをきっかけに再検討され位
置づけが変わっている。（d）について，従来の「独自の
見積り」という表記が，「特定金額見積りあるいは金額範
囲見積りの作成」になり，「独自」という表現が削除さ
れ，また見積りについて，特定金額見積りあるいは金額
範囲見積りという表記が導入され，またその内容も従来
の基準にあったものを受け継ぎながらも修正されてい
る。
9） 開示については，「財務諸表への注記に含まれる会計上の
見積りと関連する開示の合理性を評価することは，適用
可能な財務報告のフレームワークによって必要とされる
か，あるいは自発的に開示されるかにかかわらず，財務
諸表で認識された会計上の見積りを監査するときに適用
される本質的に同じタイプの検討事項に関連する。」
［IAASB, 2006b, para.A106］とあり，基本的には開示につ
いて新しいことを求めているわけではないようである。
10） 「判断上の虚偽表示」では，見積りの合理性に関する記
述以外に，本文に述べたように後段に「監査人が不適切
であると考える会計上の方針の選択あるいは適用から生
じる差額」というのも，虚偽表示の説明に使われている
［IAASB, 2006b, para.A104］。
11） 監査人が次のような場合，経営者の努力を不適切と見る
という例示が A94（一部略）であげてある。
「・十分かつ適切な監査証拠が，経営者が見積りの不確実
性の影響をどのように取り上げたのかについての監査
人の評価を通して，得られることができないであろう
場合。
・例えば，監査人が類似の状況で類似の会計上の見積り
の結果における広範な変動に気付いている場合に，さ
らに会計上の見積りに関連する見積りの不確実性の程
度を探究することは必要である場合。
・他の監査証拠が，例えば，監査報告書の日付まで発生
する事象のレビューを通じて，入手される可能性は低
いであろう場合。
・会計上の見積りの作成における経営者の偏向の指標が
存在するかもしれない場合」［IAASB, 2006b, para.A94］
12） 2006年 12月公開草案では，監査人が文書化すべきもの
として，次のようにここで問題としている「見積りの合
理性」と「経営者の潜在的な偏向の指標」の二つをあげ
ている。
「監査人は，（a）重大なリスクを生じる会計上の見積りの
合理性についての監査人の結論の基礎，および（b）潜在
的な経営者の偏向の指標を文書化すべきである。」
［IAASB, 2006b, para.21］
これは，2006年 12月公開草案において，この二つが非
常に重視されているためであるが，次のような 2004年 12
月公開草案の内容から大きく変更されたものである。
「監査人は，次の事項を文書化すべきである。
（a）～（c）省略
（d）監査人によって認識された虚偽表示
（e）潜在的な経営者の偏向を示すもの。」
［IAASB, 2004, para.84］
2004年 12月公開草案では，監査人によって認識され
た虚偽表示の記載を求めていたが，それが 2006年 12月
公開草案では，それが消えて，「見積りの合理性について
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の監査人の結論の基礎」という記述になっていたことに
本稿では，注目したい。これについては，もともと監査
調書を対象とする ISA230との重複を避ける旨が示されて
いる［IAASB, 2006a, para.106］。但し，監査人に会計上の
見積りの監査との関連で，このような記載を公開草案で
求めたという事実は残っている。
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